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・このパンフレットは、令和 4年度国立国会図書館企画展示の主な構成と展示資料を紹介するものです。
・【　】内は国立国会図書館請求記号です。
・�掲載した資料の原本の閲覧には、許可申請が必要な場合があります。古典籍資料は、来館前に別途閲覧予約も
必要です。また、代替資料（デジタル化資料・マイクロ資料）がある場合は、代替資料をご利用いただきます。

会場：	 国立国会図書館東京本館	展示室（新館 1階）
会期：	 令和 4	年 11	月 11	日（金）から 12	月 9	日（金）まで
　　	 ※日曜、祝日及び資料整理休館日を除く。
　　	 10:00 ～ 19:00（土曜日は 10:00 ～ 18:00）

第１章　オランダを通して世界をのぞく
第２章　開国期における西洋知識の移入
第３章　西洋知識の受容と近代化
第４章　翻訳文学の歩み
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はじめに

　日本では、江戸時代の「鎖国」政策の下、限られた窓口から海外情報を入手

する時代が長く続きましたが、幕末の開国、そして明治維新という激動の時代に、

先人の豊かな好奇心と奮闘により、西洋の知識を広く求め、それらを受容しつつ、

近代化につなげていきました。今回の展示は、その歩みを「翻訳」という営為

を通じてたどり、異文化理解や知的活動において、翻訳が果たしてきた意義や

役割を紹介しようとするものです。

　今回は、時代の潮流に関わりの深い、あるいは社会に大きな影響を及ぼした

中国や西洋諸国の原書及びその翻訳書を中心に、約 200 点の資料を展示して

おります。第 1章から第 3章までは西洋知識の移入と受容の歴史を概観し、第 4

章ではおおむね明治時代前期までの翻訳文学の歩みを振り返ります。

　さて、近年、インターネットを通じた情報入手が容易になり、機械翻訳技術

も目覚ましく発展し、世界から知識を求める方法は大きく変貌していますが、

異なる言語と言語を媒介する手段が必要であることに変わりはありません。

この企画展示を通じて、「翻訳」が世界に向けて開かれた幾つもの「窓」となって、

新しい知識の蓄積と普及において果たしてきた歴史的役割について、理解を

深めていただくことができましたら幸いです。
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第１章
オランダを通して世界をのぞく
　江戸幕府は禁教と貿易統制を目的として、寛永 16（1639）年にはポルトガル

船の来航を禁止、寛永 18（1641）年にはオランダ商館を長崎の出島に移し、い

わゆる「鎖国」体制を確立しました。「鎖国」体制下でもオランダ、中国との交

易や朝鮮、琉球との通信は続けられ、特に唯一の西洋国家であるオランダがも

たらした文物は、我が国が近代的な西洋知識を得るための貴重な情報源となり

ました。

　オランダを通じて入手した蘭書は、暦を司る幕府の天文方やオランダ通詞（通

訳官）、蘭学者らの限られた知識人たちによって翻訳されました。一方で、蘭学

による幕政への影響を警戒し、幕府は蘭書の翻訳出版を厳しく規制していました。

　我が国で蘭学が隆盛した 18 世紀後半から 19 世紀半ばにかけて、西洋諸国で

は市民革命や産業革命が起こり、近代化が進んで世界情勢が大きく変化した時

代でした。

　本章では、オランダを通して見た世界、そして世界から見た日本、これらを紹

介した蘭書の翻訳書などを紹介します。

11.	De	beschryving	van	Japan
1729【蘭 -668】
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1. 解体新書	4 巻序図 1 巻
キュルムス	著	〔前野良沢〕・杉田玄白翼	訳	中川淳庵鱗	校
桂川甫周世民	閲	小田野直武	画　須原屋市兵衛
安永 3（1774）年【わ 490.9-15】

7. 新撰地誌
写【寄別 14-2】

12. 鎖国論訳解（中古叢書 81-83）
ケンペル	著	志筑忠雄	訳　写【わ 081-9】

5. 英文鑑（天文方渋川家関係資料）
澁川敬直	述	藤井質	訂補　写【WB32-4】

8. 新釈輿地図説
渡辺崋山	写【WA21-5】

15. Mijne	lotgevallen	in	mijne	gevangenschap
bij	de	Japanners,	gedurende	de	jaren	1812	en
1813
Dordrecht	:	A.	Blussé　1817-1818【蘭 -652】
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第２章
開国期における西洋知識の移入
　19 世紀に入ると、西洋諸国によるアジア進出が始まり、我が国を取り巻く国

際環境に大きな変化が生じました。アヘン戦争（1840 ～ 1842 年）によって中国

がイギリスに敗れるとの報は、幕府に大きな衝撃と危機感を与えました。嘉永 6

（1853）年のペリー来航、その翌年の日米和親条約締結によって我が国は開国し、

約 200 年間にわたる「鎖国」体制に終止符を打ちました。

　開国により、翻訳の対象は、それまでの長崎・出島経由の限定的な情報から、

西洋の脅威に対抗するための、西洋についての広範な情報へと変わっていきま

す。言語はこれまでのオランダ語中心から次第に英語、フランス語などへと移

行していき、分野もまた、海外事情に関するより新しい情報や兵学、国際法な

どに広がっていきました。

　交渉相手としての西洋に関する情報の必要性からも、幕府は安政 3（1856）年

に、広く洋学者を集めるとともに人材の育成を目的として、直轄の翻訳機関で

ある蕃
ばんしょしらべしょ

書調所を設立しました。

　本章では主に、漢訳洋書（洋書を中国語訳したもの）を含む漢籍や蘭書を取

り上げつつ、開国・幕末期の翻訳活動を紹介します。

25.	瀛環志略	巻 1,3　
徐繼畬	著	井上春洋等	訓点
文久元（1861）年
【W996-N1311】
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50.	万国公法	巻 4
惠頓	撰	丁韙良	訳　萬屋兵四郎	〔江戸時代末期〕
【W651-N5】

54.	Volkenregt	万国公法（蘭文）
文久 3（1863）年頃　写【津田真道関係文書 3】

47.	バタヒヤ新聞　巻 11（1861年 10月 5日）
〔蕃書調所〕編訳　老皀館【WB43-82】

24.	瀛環志略	10 巻　
徐繼畬	著	井上春洋等	訓点　米津清平　文久元
（1861）年【W996-N1341】

22.	海国図志	巻 39　
〔魏源〕編　写【宍戸璣関係文書（その 2）279】

38.	和蘭官軍之服色及軍装略図　
セウプケン	著述	山脇正民	訳	村上文成	画　安政 5
（1858）年【W442-30】
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翻訳に欠かせない辞書類

28.	和蘭字彙	
道氏	訳	月池ほか	校　山城屋佐兵衛　安政 5（1858）年
（跋刊）【蘭 -96 ～ 107】
（裏表紙画像）

27.	ハルマ辞書	
〔高野長英〕写
【YR8-N80】

30.	英和対訳袖珍辞書　
Hori	Tatsnoskay	編	Horikosi	Kamenoskay	増補　
開成所　慶応 3（1867）年【W57-N13】
（表紙画像）

32.	仏語明要	4 巻　
村上英俊	著　達理堂　元治元（1864）年【W142-65】
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第３章
西洋知識の受容と近代化
　慶応 3（1867）年の大政奉還、そして王政復古の大号令によって、新たに明治

政府が発足します。新政府は我が国の近代化を目指し、「富国強兵」のスローガ

ンを掲げて諸々の制度改革を推し進めていきます。このため、海外留学生や使

節団を派遣し、また、いわゆるお雇い外国人を招いて、西洋の知識を吸収して

いきました。

　一方で、広汎な西洋の書物の輸入が可能となり、文明開化の機運にのって、

西洋の文化や思想、自然科学などを紹介した翻訳書が多く出版されました。こ

うした翻訳書の一部は、明治 5（1872）年の学制に基づく近代教育において、教

科書としても使用されました。また、西洋の最新技術を紹介した翻訳書は我が

国の産業の近代化に貢献しました。

　さらに、翻訳書を通じた西洋思想の広まりは自由民権運動に大きな影響を与

えました。憲法の制定に代表される法制の整備においても翻訳の役割は重要で

した。

74.	天変地異
小幡篤次郎	訳　慶応義塾　
明治元（1868）年
【202-242】
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西洋の文化・思想とその啓蒙

自然科学・技術の啓蒙

59.	西洋事情	初編巻之１	
福澤諭吉	纂　岡田屋嘉七等　明治 3（1870）～ 5
（1872）年【290-H826s2】

79.	啓蒙知恵の環	地
瓜生於菟子	訳述　和泉屋吉兵衛　明治 5（1872）年
【031.7-Ke116-U】

84.	格物入門和解	初編	水学之部	下巻
丁韙良	著・柳河春蔭等	解　北門社　明治3（1870）年
【特 37-351】

百学連環覚書【西周関係文書 18】
（パネル展示）

82.	博物新編訳解	巻之４	鳥獣略論
合信	著・大森惟中	訳　青山清吉　明治 2（1869）
～ 3（1870）年【特 38-95】

87.	西洋家作ひながた
シー・ブリュス・アルレン	著・ウヰール・ジョン	増補・
村田文夫	山田貢一郎	訳　玉山堂　明治5（1872）年
【7-136】
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近代国家の形成に向けて

知識の体系化―翻訳教科書と百科全書―

98.	修身論	前篇１
フランシス・ウェーランド	著・阿部泰蔵	訳　文部省　
明治 7（1874）年【Y994-J12160】

112.	Chambers's	information	for	the	people.	New	ed.	
edited	by	William	and	Robert	Chambers　W.	&	R.	
Chambers　[18--?]【70-8】

115.	自由之理	第 1冊
弥爾	著・中村敬太郎	訳　木平謙一郎　明治5（1872）年
【特 39-274】

105.	小学読本	巻 1
師範学校	原編・田中義廉	編・那珂通高	校　文部省　
明治 7（1874）年【特 34-969】

113.	百科全書	動物綱目篇
ウィルレム・チャンブル・ロベルト・チャンブル	編・
永田健助	訳　文部省　明治 9（1876）～ 16（1883）
年【特 29-365】

127.	国法汎論	首巻
ヨハン・カスパルト・ブルンチュリー	著・加藤弘之	訳
文部省　明治 5（1872）～ 7（1874）年【特 56-80】
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第４章
翻訳文学の歩み
　我が国は古くから中国文化の影響を受けてきました。

　漢文（中国語）を日本語の文脈に直して読む漢文訓読法は、日本人が創った

簡易な翻訳方法であり、その長い実践の歴史を通じて日本人が慣れ親しんだ言

語形式となりました。そして、漢文訓読法由来の語法や漢語を多用した文体は

漢文訓読体と呼ばれており、開国期からの数多くの西洋文献を翻訳するに当たっ

ても、この漢文訓読体が多く使われました。

　西洋文学の翻訳においても、漢文訓読体を基調としつつ、明治 20 年代までの

動きに注目すると、翻訳態度・訳出法やジャンルの変化とともに、多様な文体

が見られるようになります。なかでも、明治 20年代頃からのいわゆる「言文一致

運動」の開始とともに口語体の翻訳が登場します。

166.	魯敏孫漂流記	:	絶世奇談
ヅーフヲー	著・井上勤	訳　博聞社
明治 16（1883）年【特 70-521】
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146.	繍像水滸銘々伝	初編
江境菴花川	編	月岡芳年	筆　小田原屋弥七　慶応 3
（1867）年（序刊）【W142-20】

165.	九十七時二十分間月世界旅行
ジュールス・ヴェルネ	著・井上勤	訳　黒瀬勉二ほか　
明治 13（1880）～ 14（1881）年【31-160】

157.	花柳春話	:	欧洲奇事
ロウド・リトン	著・織田純一郎	訳　坂上半七　明治
11（1878）～ 12（1879）年【特 13-594】

190.	十五少年
ジュウールス・ヴェルヌ	著・森田思軒	訳　博文館　
明治 29（1896）年【74-24】

197.	小公子
バアネット	著・若松賤子（岩本嘉志子）	訳　明治 24
（1891）年【特 28-634】

184.	繋思談	:	諷世嘲俗	初編
李頓	著・美郷	画・藤田茂吉	尾崎庸夫	合訳　藤田茂吉　
明治 18（1885）年【933-cL99k-H】
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『小公子』　絶賛を浴びた若松賤子のなめらかな口語体
セドリツクには、誰も云ふて聞かせる人が有ませんかつたから、何も知らない

でゐたのでした。

おとつさんは、イギリス人だつたと云ふこと丈は、おつかさんに聞ゐて、知つ

てゐましたが、おとつさんの没したのは、極く少さいうちでしたから、よく記

臆して居ませんで、たゞ大きな人で、眼が浅黄色で、頬髯が長くつて、時々肩

へ乗せて坐敷中を連れ廻られたことの面白かつたこと丈しか、ハツキリとは記

臆てゐませんかつた。

おとつさんがおなくなりなさつてからは、おつかさんに余りおとつさんのこと

を云ぬ方が好と云ことは子供ごゝろにも分りました。

『通俗花柳春話』　読みやすく訳し直された七五調の訳文
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『探偵ユーベル』　翻訳王・森田思軒による原文に忠実な周密文体
昨日、一千八百五十三年十月二十日、余は常に異なりて夜に入り府内に赴けり

此日余は倫敦に在るショールセルに一通ブラッセルに在るサミュールに一通合

せて二通の手紙をしたゝめたれば自から之を郵便に出さんと欲せしなり九時半

の比ほひ余は月光を踏みつゝ帰り来りて雑貨商ゴスセットの家の前なる隙地

我々のタプヱフラクと呼べる所を過ぐるとき忽ち走せ来る一群の人あり余に近

つけり

『花柳春話』　漢文訓読体の風格ある訳文
天気晴朗トシテ樹木鬱葱、薫風嫋々トシテ菜花黄波ヲ揚グ時恰モ五月ノ中旬ニ

シテ夏猶ホ未ダ暑カラズマルツラバース単騎ニ雅遊ヲ試ント欲シ野径ニ逍遙シ

夏 山ノ風景ヲ観望ス會ゝ遙カニ一群ノ騎隊砂ヲ蹴ツテ来ルヲ認ム

翻訳文体の変遷
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主要参考文献
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近代日本の翻訳文化と日本語	:	翻訳王・森田思軒の功績
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明治文学研究	第 5	（明治初期翻訳文学の研究）
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